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４
月
に
な

り
、
花
咲
く

季
節
に
な
っ

た
。
桜
も
満

開
だ
。
４
月

に
実
施
さ
れ

る
統
一
地
方

選
挙
で
は
、

組
合
推
薦
候
補
者
の
方

に
花
が
咲
く
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
だ
。

　

５
月
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

等
の
５
類
に
移
行
す
る
。

年
１
回
の
予
防
接
種
で

予
防
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
不
安
が
少

し
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
よ
う
に
行
動
に
制

限
な
く
出
掛
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
、
み

な
さ
ん
も
仕
事
・
旅

行
・
ス
ポ
ー
ツ
を
気
兼

ね
な
く
楽
し
ん
で
ほ
し

い
。

　

組
合
は
５
月
の
大
会

で
役
員
改
選
と
な
り
執

行
部
が
新
し
く
な
る
。

私
を
含
め
定
年
を
迎
え

る
役
員
も
お
り
、
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
岡

山
城
の
よ
う
に
、
執
行

部
の
新
た
な
姿
も
見
え

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

高
校
駅
伝
で
は
倉
敷

高
校
が
、
高
校
サ
ッ
カ

ー
で
は
学
芸
館
高
校
が

優
勝
し
、
岡
山
の
若
い

世
代
が
た
く
さ
ん
活
躍

し
て
い
る
。
70
年
を
迎

え
る
建
労
岡
山
も
若
い

世
代
が
活
躍
で
き
「
全

建
総
連
に
建
労
岡
山
あ

り
」
と
思
え
る
組
織
を

作
り
上
げ
て
ほ
し
い
。
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ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役

メ
リ
ッ
ト
伝
え
加
入
に
繋
げ
る

　
【
組
織
対
策
部
】今
月
か
ら
新
年
度
。そ
し
て
組

合
で
は
春
の
組
織
拡
大
月
間
に
入
り
ま
し
た
。
５

月
ま
で
の
２
ヶ
月
間
、
組
合
員
同
士
が
団
結
し
て

１
人
で
も
多
く
の
未
加
入
者
を
組
合
に
導
き
、
拡

大
運
動
を
達
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

か
ら
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

に
よ
る
経
済
的
不
安
と
物

価
高
騰
が
追
い
打
ち
を
か

け
、
私
達
は
か
つ
て
な
い

苦
境
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
未
加
入
対
策

の
強
化
や
少
子
高
齢
化
と

い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
課
題

に
加
え
、
令
和
２
年
か
ら

は
コ
ロ
ナ
禍
、
更
に
昨
年

　

仕
事
へ
の
影
響
増
と
生

活
苦
を
訴
え
る
組
合
員
も

急
増
し
た
た
め
、
組
織
減

退
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
２

月
末
時
点
の
組
合
組
織
人

数
は
前
年
度
末
比
24
人
増

の
１
１
，
８
７
４
人
で
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
年
間

実
増
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
情
勢
下
で
も
組

織
増
加
を
保
た
れ
て
い
る

背
景
に
は
、
組
合
の
持
つ

数
々
の
メ
リ
ッ
ト
が
働
い

て
い
ま
す
。
所
得
に
よ
っ

て
保
険
料
が
左
右
さ
れ
ず
、

市
町
村
国
保
に
は
な
い
傷

病
手
当
金
を
は
じ
め
と
し

た
各
種
給
付
金
や
社
会
保

障
を
支
え
る
制
度
が
整
う

建
設
国
保
は
、
仕
事
と
生

活
を
支
え
る
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
け
ん
ろ
う
共
済

や
将
来
の
備
え
に
役
立
つ

建
設
業
退
職
金
共
済
、
ま

ご
こ
ろ
年
金
な
ど
の
保
障

制
度
、
確
か
な
技
を
習
得

で
き
る
各
種
技
能
講
習
や

講
座
、
職
業
訓
練
校
な
ど

も
特
長
で
す
。

　

２
月
28
日
、
国
保
組
合

会
が
開
催
さ
れ
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証

の
一
体
化
に
関
し
て
、
真

庭
支
部
の
國
本
組
合
会
議

員
か
ら
「
毎
年
秋
に
開
催

す
る
保
険
証
交
付
学
習
会

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
は

明
ら
か
で
、
交
付
学
習
会

に
代
わ
る
も
の
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

山
本
常
務
理
事
は
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保

険
証
と
の
一
体
化
は
、
国

保
組
合
的
に
は
今
の
と
こ

ろ
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
が
、

運
営
母
体
の
労
働
組
合
と

し
て
は
、
組
織
機

能
と
組
合
員
の
帰

属
意
識
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
。
建

労
岡
山
と
し
て
は
、

一
体
化
に
向
け
た

動
き
に
注
視
し
、

支
部
組
合
員
が
一

堂
に
会
す
る
機
会
を
設
け

ら
れ
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
説
明
し
ま

し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
保
険
証
と
の
一
体
化
に

向
け
た
動
き
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
令
和
６
年
度

中
を
め
ど
に
原
則
廃
止
を

め
ざ
す
と
し
な
が
ら
、
本

人
の
申
請
が
あ
れ
ば
保
険

証
を
交
付
す
る
と
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

10
月
、
河
野
デ
ジ
タ
ル
大

臣
と
加
藤
厚
労
大
臣
が
記

者
会
見
を
開
き
「
令
和
６

年
秋
の
廃
止
を
め
ざ
す
」

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
方
針

を
転
換
し
ま
し
た
。

拡大月間中のオルグ活動の様子（玉野）

建労岡山の組織人員（R5.2月末）（人）

支部名 組織人員 前年度
末比

倉　敷 2,518 35
岡　山 1,751 22
都　窪 846 9
玉　島 799 23
津　山 758 6
児　島 698 -40
西大寺 655 7
総　社 536 1
児島郡 428 -5
玉　野 420 -9
赤　磐 373 11
真　庭 289 -9
和　気 263 -18
高　梁 232 -11
井　原 224 7
吉　備 214 5
笠　岡 170 -5
御　津 144 -1
新　見 145 9
苫田西 113 -3
小　田 103 1
英　田 77 -1
久　米 69 -4
苫　田 48 -6
本　部 1 0
合　計 11,874 24

質問する國本組合会議員

第70回
定期大会のお知らせ

　岡山県建設労働組合第70回定期大会及び
建労岡山保険センター株式会社株主総会を
下記日程のとおり開催します。

記
　日　時：令和５年５月26日（金）
　　　　　午前10時より
　場　所：�おかやま未来ホール�

岡山市北区下石井1-2-1
　　　　　（イオンモール岡山５階）

けんろう共済
給付申請忘れずに
　４月は小学校・中学校
　　　　入学祝金の月です。

組織機能の堅持を組織機能の堅持を
政府方針 令和６年秋に廃止

　

年
度
が
変
わ
る
春
は
就

職
や
転
職
な
ど
生
活
環
境

が
変
わ
る
人
が
増
え
る
時

期
で
、
仲
間
を
呼
び
込
む

に
は
良
い
機
会
で
す
。
組

合
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
、
ひ
と

り
で
も
多
く
加
入
に
繋
げ

ま
し
ょ
う
。
拡
大
運
動
は

組
合
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が

主
役
で
す
。

春の組織
拡大月間
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レ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
岡
山
と

提
携
し
、
感
染
対
策
を
講

じ
た
上
で
税
理
士
法
人
担

当
者
と
組
合
員
が
対
面
で

相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

申
告
を
税
務
の
専
門
家

に
安
心
し
て
任
せ
る
こ
と

が
で
き
る
上
、
税
務
署
へ

行
く
手
間
も
省
け
ま
す
。 第183章

違いを受け入れて
組合を率いる者の使命

　
【
青
年
部　

小
西
祐

樹（
38
歳
・
西
大
寺
）】

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
３

年
、
来
月
に
は
５
類
感

染
症
に
移
行
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
加
え
不
安
定

な
世
界
情
勢
で
、
組
合

員
の
み
な
さ
ん
も
こ
れ

ま
で
大
変
な
苦
労
を
強

い
ら
れ
た
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
元
の
生

活
に
向
け
て
気
持
ち
を
前

向
き
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
本
部
幹
事
と
な

っ
て
７
年
、
今
年
か
ら
は

全
国
青
協
幹
事
も
務
め
る

こ
と
と
な
り
、
重
責
に
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
が
青
年
部
に
入
っ
た

頃
に
比
べ
て
活
動
す
る
仲

間
も
減
り
ま
し
た
。
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
組
合
員

が
組
合
に
求
め
る
こ
と
も

昔
と
違
っ
て
く
る
こ
と
は

必
然
で
、
青
年
部
に
も
言

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

目
的
の
根
幹
は
変
え
ず
と

も
、
違
い
を
受
け
入
れ
、

そ
れ
に
適
応
す
る
姿
勢
を

見
せ
る
こ
と
が
、
組
合
を

動
か
す
私
達
や
役
員
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
平
均
よ
り
若
返
り

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
周
知
強
化
が
必
要

　
【
青
年
部
】青
年
部
員
同

士
の
交
流
を
図
り
、
団
結

強
化
と
仕
事
確
保
に
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ

れ
た「
青
年
部
交
流
集
会
」

が
、
２
月
18
日
に
瀬
戸
大

橋
温
泉
や
ま
幸
（
倉
敷
市

下
庄
）
に
て
約
５
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

　
【
賃
金
対
策
部
】新

年
号
に
て
お
知
ら
せ

し
た
賃
金
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
に
関
し
、

４
月
号
で
は
全
国
の

全
建
総
連
加
盟
団
体

の
平
均
と
の
比
較
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
職
人
と
一

人
親
方
の
平
均
年
齢

に
つ
い
て
は
、
建
労

岡
山
は
全
国
平
均
よ

り
４
歳
～
５
歳
若
返

り
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
建
設
業

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
も
確
認

県
内
６
会
場
で
個
人
相
談
会

　
【
税
金
対
策
部
】組
合

で
は
令
和
４
年
度
の
個

人
相
談
会
を
県
内
６
会

場
（
岡
山
・
倉
敷
・
玉

島
・
津
山
・
西
大
寺
・

高
梁
）
に
て
開
催
し
、

21
支
部
２
４
８
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

税
理
士
法
人
テ
ィ
グ

ビジネスマナーで仕事確保を
５年ぶりの開催に絆深まる

従
事
者
の
高
齢
化
に
対
し

て
こ
の
結
果
は
明
る
い
も

の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
建

労
岡
山
内
で
昨
年
度
と
比

較
し
て
み
る
と
高
齢
化
は

歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
ら

ず
、
引
き
続
き
若
年
層
の

入
職
を
促
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

続
い
て
年
収
に
関
し
て

は
、
建
労
岡
山
の
組
合
員

の
平
均
額
が
上
回
っ
て
い

ま
す
。
特
に
一
人
親
方
に

お
い
て
は
１
０
０
万
円
近

い
差
が
つ
い
て
お
り
、
建

労
岡
山
の
組
合
員
の
仕
事

加
者
は
基
本
組
織
含
め
て

計
28
人
と
前
回
よ
り
も
大

幅
に
少
な
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
が
、
感
染
対
策
に

配
慮
の
上
で
久
々
に
会
う

仲
間
と
の
束
の
間
の
交
流

を
楽
し
み
た
い
と
、
現
在

青
年
部
が
休
止
中
の
津
山

支
部
と
玉
島
支
部
か
ら
も

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
会
の
中
心

は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
。

初
め
に
岩
谷
委
員
長
よ

り
「
営
業
や
対
人
関
係

に
繋
が
る
の
で
し
っ
か

り
学
習
し
、
ベ
テ
ラ
ン

勢
と
も
輪
（
和
）
を
も

っ
て
業
界
を
盛
り
上
げ

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
マ
ナ
ー

の
心
構
え
と
し
て
第
一

印
象
の
重
要
性
、
話
し

方
、
身
だ
し
な
み
等
の
説

明
を
受
け
た
後
、
近
隣
の

仲
間
同
士
で
挨
拶
や
名
刺

交
換
の
実
践
を
行
い
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
場
に
お
い
て
必

要
と
さ
れ
る
マ
ナ
ー
の
基

本
知
識
を
体
得
。
最
初
は

や
や
硬
い
表
情
の
参
加
者

も
、
講
師
か
ら
の
質
問
や

実
践
を
通
し
て
次
第
に
笑

顔
が
増
え
、
全
員
が
終
始

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

講
演
後
は
会
場
で
の
夕

食
懇
親
会
ま
た
は
弁
当
持

ち
帰
り
の
選
択
制
と
し
、

懇
親
会
場
で
は
当
初
よ
り

人
数
が
減
っ
た
も
の
の
、

仲
間
同
士
で
食
事
を
交
え

な
が
ら
仕
事
や
家
族
な
ど

の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
絆

深
ま
る
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

確
保
能
力
や
技
能
の
高
さ

を
示
す
結
果
と
言
え
ま
す
。

　

平
均
稼
働
日
数
は
全
国

平
均
と
ほ
ぼ
同
等
の
値
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　

一
方
、
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
）
の
登
録
状
況
に
つ

い
て
は
職
人
、
一
人
親
方

と
も
に
未
登
録
割
合
が
９

割
以
上
と
全
国
平
均
を
大

き
く
下
回
っ
て
お
り
、
将

来
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
蓄
積
情
報

の
利
用
が
一
般
的
と
な
っ

た
際
、
待
遇
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
周
知
活
動
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

建
労
岡
山
内
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
収
率
は
92
・
９

％
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

賃金
アンケート

青年部交流集会 職人 平均
年齢（歳）

平均
日額（円）

平均年収
（万円）

平均稼働
（日数）

CCUS
未登録 登録済

岡山 43.3 14,521 395.4 22.5 92.4% 7.6%
全国
平均 47.4 14,601 387.9 21.8 76.0% 24.0%

一人
親方

平均
年齢（歳）

平均
日額（円）

平均年収
（万円）

平均稼働
（日数）

CCUS
未登録 登録済

岡山 49.5 18,570 538.6 21.8 92.4% 7.6%
全国
平均 55.6 18,287 449.8 20.7 89.4% 10.6%

正
し
い
名
刺
交
換
を
学
ぶ
参
加
者

　

ま
た
、
令
和
５
年
10
月

か
ら
導
入
さ
れ
る
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」に
つ
い
て
、

登
録
を
希
望
す
る
組
合
員

へ
は
税
理
士
法
人
で
手
続

き
を
行
う
た
め
、
元
請
、

下
請
け
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

上
で
、
制
度
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
い
説
明
と
、
登

録
事
業
者
を
選
択
す
る
か

ど
う
か
の
確
認
等
も
行
い

ま
し
た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

後
は
消
費
税
申
告
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
次
年
度
も
個
人
相
談

会
は
実
施
予
定
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一人ずつ丁寧に対応（津山）

目指せ全国
『第39回青年技能競技大会』参加者募集

【課　　題】四方転び踏み台（競技時間６時間）
【対　　象】満36歳以下（生年月日が昭和62年４月１日以降のもの）
【開催日時】・予備講習

　（1）�現寸図の書き方　　令和５年５月14日（日）13時30分から
　（2）加工、組み立て ①令和５年５月28日（日）９時から

②令和５年６月18日（日）９時から
・県 大 会 令和５年７月23日（日）９時から

【開催場所】建労岡山支部（岡山市北区東古松1-14-1）
【そ の 他】�県大会出場者には手当10,000円を支給。選考の上、成績優秀者は�

９月16日（土）～18日（月・祝）の全国大会へ派遣する。
【申込締切】５月８日（月）（予備講習参加の場合）６月９日（金）（県大会のみ出場の場合）
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加害事故へも備えを
ヘルメット着用が努力義務へ

　

道
路
交
通
法
改
正
に
よ

り
、
令
和
５
年
４
月
１
日

よ
り
、
年
齢
を
問
わ
ず
全

て
の
人
へ
自
転
車
利
用
時

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努

力
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
自

転
車
事
故
で
死
亡
し
た
人

の
約
７
割
が
頭
部
に
致
命

傷
を
負
っ
て
お
り
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
な

い
場
合
、
２
・
３
倍
致
死

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
件
数
に
占
め

る
自
転
車
事
故
件
数
の
割

合
は
、
２
割
程
度
と
高
い

水
準
で
推
移
し
て
お
り
、

被
害
事
故
だ
け
で
な
く
、

加
害
事
故
も
発
生
し
て
い

　

２
月
以
降
も
各
支
部
で

定
期
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

２
月
12
日
に
は
倉
敷
支

部
が
く
ら
し
き
健
康
福
祉

プ
ラ
ザ
、
児
島
郡
支
部
が

岡
山
市
公
民
館
西
紅
陽
台

分
館
、
吉
備
支
部
が
真
備

船
穂
商
工
会
館
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
。
倉
敷
支
部
は
、

２
年
振
り
に
行
う
こ
と
が

で
き
た
統
一
労
力
奉
仕
活

動
を
含
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で

ま
す
。

　

特
に
、
歩
行
者
に
衝
突

し
、
歩
行
者
が
亡
く
な
っ

た
り
、
後
遺
障
害
が
残
る

状
態
に
な
る
と
１
億
円
近

い
高
額
な
損
害
賠
償
を
請

求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
自
転
車
事
故
に
よ

る
自
身
の
ケ
ガ
だ
け
で
な

く
、
相
手
へ
の
損
害
に
対

す
る
補
償
も
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
そ
の
家
族

が
日
常
生
活
で
誤
っ
て
他

人
を
ケ
ガ
さ
せ
た
り
、
他

人
の
物
を
壊
し
て
し
ま
っ

た
場
合
の
損
害
を
補
償
す

る
保
険
に
「
個
人
賠
償
責

あ
っ
て
も
し
っ
か
り
と
協

力
し
活
動
し
て
き
た
こ
と

を
振
り
返
り
報
告
し
ま
し

た
。

　

２
月
17
日
に
は
新
見
支

部
が
新
見
市
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
同
18
日
は
高
梁

支
部
が
支
部
会
館
、
同
19

日
に
は
児
島
支
部
が
支
部

会
館
、
和
気
支
部
、
津
山

支
部
、
小
田
支
部
が
各
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。
新

見
支
部
は
、
よ
り
支
部
の

運
営
が
円
滑
に
行
え
る
よ

う
支
部
規
約
の
改
正
案
等

を
提
案
し
、
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
26
日
に
は
玉

野
支
部
が
玉
野
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
御
津
支
部
が

建
部
文
化
セ
ン
タ
ー
、
真

庭
支
部
が
支
部
会
館
で
開

催
。
玉
野
支
部
は
将
来
の

担
い
手
確
保
に
向
け
て
、

協
力
企
業
と
し
て
参
加
し

曖
昧
な
扱
い
は
見
直
し
を

偽
装
請
負
の
対
応
策
が
検
討

た
こ
と
、
今
後
も
様
々
な

活
動
に
参
加
し
て
い
く
こ

と
を
宣
言
。
い
ず
れ
の
支

部
も
、
組
合
員
が
一
致
団

結
し
困
難
に
立
ち
向
か
う

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
【
労
働
対
策
部
】国
土
交

通
省
で
は
「
建
設
業
の
一

人
親
方
問
題
に
対
す
る
検

討
会
」
を
令
和
２
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
検
討

会
で
は
建
設
技
能
者
の
法

定
福
利
費
削
減
、
労
働
基

準
法
令
の
規
制
強
化
な
ど

に
よ
り
、
雇
用
契
約
と
し

て
い
た
従
業
員
を
一
人
親

方
と
し
て
扱
う
事
例
が
あ

る
と
認
識
さ
れ
、
実
態
と

し
て
は
雇
用
契
約
で
あ
る

が
形
式
の
み
請
負
契
約
と

任
保
険
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
保
険
は
生
計
を
共

に
す
る
同
居
親
族
が
補
償

対
象
と
な
る
た
め
、
同
居

の
子
供
も
保
障
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
火
災

保
険
や
傷
害
保
険
な
ど
の

特
約
と
し
て
加
入
す
る
場

合
が
多
く
、
比
較
的
加
入

し
や
す
い
保
険
料
に
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

保
険
で
す
。

　

特
約
と
し
て
付
帯
で
き

る
か
ど
う
か
等
詳
細
な
補

償
内
容
は
保
険
会
社
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
加

入
し
て
い
る
保
険
会
社
へ

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

実
践
で
技
術
を
習
得

在
職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

す
る
「
偽
装
請
負
」
が
生

じ
な
い
よ
う
に
対
応
策
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
と
請
負
の
違
い
は

実
態
に
よ
り
総
合
的
に
判

断
さ
れ
ま
す
。
実
態
と
契

約
内
容
が
一
致
す
る
よ
う

に
、
扱
い
が
曖
昧
な
場
合

は
見
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

請
負
契
約
と
は

　

「
当
事
者
の
一
方
が
あ

る
仕
事
を
完
成
す
る
こ
と

を
約
束
し
、
相
手
方
が
そ

　
【
技
術
対
策
部
】ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
岡
山
で
は
人

材
育
成
支
援
の
一
環
と
し

て
、
在
職
者
の
方
を
対
象

に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

居
住
系
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
は
、
①
在
来
木

造
住
宅
設
計
実
践
技
術

②
実
践
建
築
設
計
２
次

元
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
③
実
践

建
築
設
計
３
次
元
Ｃ
Ａ

Ｄ
技
術
の
３
つ
で
す

（
全
て
３
日
間
コ
ー

ス
）。
内
容
は
、
上
記
の

表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

受
付
は
各
コ
ー
ス
開

始
日
の
14
日
前
ま
で
で

す
が
、
先
着
順
で
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
細
に

つ
い
て
は
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
岡
山
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
：
０
８
６
－
２
４
６

－
２
５
３
０
）
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

組合員が一致団結を
２月も各地で支部定期大会

支
部
の
活
性
化
に
力
を（
吉
備
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
を
報
告（
倉
敷
）

損保の　
　　知識
損保の　
　　知識

の
仕
事
の
結
果
に
対
し
て

報
酬
を
支
払
う
こ
と
を
約

束
す
る
こ
と
」
で
す
。

　

建
設
業
の
場
合
は
、
工

作
物
を
完
成
さ
せ
、
そ
の

報
酬
を
得
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
見
積
書
・
請
負
契

約
書
・
請
求
書
・
領
収
書

等
で
や
り
と
り
を
す
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
。

雇
用
契
約
と
は

　

「
当
事
者
の
一
方
が
相

手
方
に
対
し
て
労
働
に
従

事
す
る
こ
と
を
約
束
し
、

相
手
方
が
労
働
に
従
事
す

る
こ
と
に
よ
り
報
酬
を
与

え
る
こ
と
」
で
す
。

　

事
業
主
か
ら
指
揮
監
督

を
受
け
て
、
報
酬
が
働
く

時
間
に
応
じ
て
い
る
こ

と
が
雇
用
契
約
で
す
。

　

雇
用
契
約
の
場
合
、

所
定
労
働
時
間
に
よ
っ

て
は
雇
用
保
険
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

事
業
所
の
形
態
（
法
人

ま
た
は
、
個
人
事
業
所

で
常
時
５
人
以
上
従
業

員
が
い
る
事
業
所
）
に

よ
っ
て
は
、
社
会
保
険

（
建
設
国
保
ま
た
は
、

健
康
保
険
・
厚
生
年

金
）
の
手
続
き
が
必
要

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
労
働
基
準

法
に
よ
り
、
労
働
者
名

簿
・
出
勤
簿
・
賃
金
台

帳
等
を
完
備
し
て
管
理

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

コース名 日　　程 概　　要

① 在来木造住宅
設計実践技術

•�令和５年６月３日、10日、�
17日

•�令和５年12月９日、16日、�
23日

住宅設計の新たな品質を目指し、
構想とエスキス実習を通して高付
加価値化に向けた住宅に必要な設
計技術を習得

② 実践建築設計
２次元CAD技術

•�令和５年７月25日、26日、27日
•�令和６年１月30日、31日、�
２月1日

効率化、適正化、最適化に向けた
図面作成の実習を通して、建築図
面に関する作成技術を習得

③ 実践建築設計
３次元CAD技術

•�令和５年８月19日、26日、�
９月２日

•�令和６年２月10日、17日、�
24日

高付加価値化に向けた計画段階に
おけるエスキス実習・モデリング
の作成を通して、３次元CADを用
いた意匠設計に関する技術を習得

「動力巻上げ機特別教育」
講習実施のお知らせ

【実施日時】�令和５年６月４日（日）�
午前９時～午後５時

【実施場所】�組合本部
【受講資格】�組合員または事業主が組合員で

ある者（18歳以上）
【受 講 料】�（テキスト代含む）

組合員　　　　　3,600円
事業主が組合員　4,600円

【定　　員】�40人�
（定員になり次第締め切り）

【申込締切】令和５年５月19日（金）
　※申込み、問い合わせは所属支部まで。

令和５年度
技能検定（前期）受検案内
【実施職種】�左官、畳製作、建築板金、建具

製作、防水施工、塗装、タイル
張り、内装仕上げ施工

【受付期間】�４月３日（月）～４月14日（金）�
※４月14日までの消印有効

【受 検 料】１級・２級とも
学科： 3,100円
実技：18,200円
※�25歳未満で雇用保険被保険
者は２級実技受検料が
9,200円になります。

【申 込 先】岡山県職業能力開発協会
岡山市北区内山下2-3-10
TEL：086-225-1547
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て
す
ぐ
は
よ
く
会
議
や
飲

み
会
に
行
き
、
夜
遅
く
帰

っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

度
々
喧
嘩
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
最
近
は
大
好

き
な
お
酒
も
飲
み
会
も
控

え
、
子
供
の
面
倒
を
見
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
保
育
園
の
送
迎
も
し

て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
今
年
か
ら
仕
事
に

復
帰
し
ま
し
た
が
、
子
育

て
と
の
両
立
は
と
て
も
大

変
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

で
も
、
子
供
が
保
育
園
か

294

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

駆け引きが魅力
自分の船で海釣りへ

吉備支部 大橋友和さん（大工・47歳）

　

釣
り
仲
間
が
持
っ
て
い

る
船
に
何
度
か
乗
せ
て
も

ら
う
内
に
「
自
分
の
船
で

釣
り
に
行
き
た
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
大
橋
さ

ん
。
約
15
年
前
に
二
級
船

舶
免
許
を
取
得
し
、
念
願

の
船
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

10
人
が
乗
れ
る
大
き
さ

23
フ
ィ
ー
ト
の
船
で
、
主

に
玉
島
の
乙
島
の
港
か
ら

下
津
井
方
面
や
笠
岡
方
面

に
釣
場
を
求
め
て
船
を
走

ら
せ
ま
す
。

　

中
で
も
特
に
は
ま
っ
た

の
は
真
鯛
釣
り
。「
タ
イ
ラ

バ
」
と
い
う
鯛
を
釣
る
た

め
に
特
化
し
た
形
状
の
ル

ア
ー
に
エ
ビ
を
つ
け
た
し

か
け
で
鯛
の
食
い
つ
き
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
ま
す
。

高梁支部
倉野　美樹

　

私
は
美
容
師
を
し
て
お

り
、
結
婚
前
は
仕
事
で
忙

し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま

し
た
が
、
主
人
と
４
年
ほ

ど
お
付
き
合
い
の
末
結
婚
。

子
宝
に
も
恵
ま
れ
か
わ
い

い
女
の
子
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

倉
敷
出
身
な
の
で
高
梁

で
の
生
活
は
不
安
で
し
た

が
う
ま
く
な
じ
め
、
主
人

の
両
親
に
も
よ
く
し
て
頂

き
、
私
の
両
親
も
子
供
を

可
愛
が
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

主
人
は
子
供
が
生
ま
れ

家族３人で花見に行きたい

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
帰
っ

て
き
た
と
き
の
笑
顔
や
食

べ
て
い
る
姿
、
寝
顔
を
見

て
い
る
と
、
そ
ん
な
感
情

も
吹
っ
飛
ん
で
い
き

ま
す
。

　

子
供
は
私
の
大
事

な
宝
物
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
お
出
か

け
が
で
き
る
季
節
を

迎
え
る
の
で
、
家
族

３
人
で
花
見
な
ど
に

行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

将
来
的
に
子
供
を

も
う
２
人
ほ
ど
授
か

鯛との戦いに勝利

り
、
建
設
業
を
営
む
主

人
を
子
供
と
一
緒
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

令和５年度 集団健診のお知らせ
　完全予約制による集団健診を下記の日程で実施します。
　建設国保加入の組合員・配偶者・40歳以上の扶養家族は、一般健診を
無料で受診できます。受診希望の方は、所属支部から集団健診のお知らせ
がありますので確認の上、申込みをしてください。
　また、健診機関より届いた受診票に記載の受付時間を厳守し、来場くだ
さい。健診時は必ずマスクを着用の上、体調不良時は健診受診は控えてく
ださい。なお、今後地域の実情に合わせた対策をとらせていただくことが
あります。ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　10～12月実施予定の日曜健診、日帰り人間ドックやレディース健診ま
たは、近くの医療機関で受診できる特定健診等を受診希望の方は、所属支
部へ相談してください（健診内容等は、こくほ新聞を参照）。
　家族で１年に１回は健診を受け、健康寿命を延ばしましょう。

支　部 健診日 健診会場

真　庭
4月22日（土）

久世エスパスランド
5月11日（木）

津　山 5月12日（金） 津山文化センター

岡　山
5月15日（月）

岡山市サウスヴィレッジ5月24日（水）
5月25日（木）

赤　磐
5月17日（水） 吉井B&G海洋センター
5月18日（木） 西山公民館

玉　野
5月19日（金）

すこやかセンター
5月20日（土）

都　窪
5月26日（金）

早島町中央公民館
5月31日（水）

小　田 5月27日（土） 矢掛町農村環境改善センター
　※�津山支部は６、９月、岡山支部・都窪支部は６月にも健診を予定してい�

ます。

お詫びと訂正
　建設労報第818号（令和５年３月１日）３ページ「領
収書等を直接送付」の記事において、記事内容に誤りが
ありました。正しくは下記のとおりです。お詫びして訂
正します。
　【誤】４月末に届いた請求書を必ず確認ください。
→【正】３月末に届いた請求書を必ず確認ください。

第３回
「建労岡山写真展」作品募集　　

【対象作品】①組合員自らが製作し撮影したもの
②製作した作品は組合員の技術を活かしたもの
③過去に披露したことのないもの
※①から③の要件全てを満たすこと

【提出方法】�所定の申請用紙とA４（写真用紙）で印刷した写真、もし
くは写真データを添えて所属支部に提出してください。

【締　　切】令和５年４月30日（本部必着）
【参 加 賞】クオカード3,000円分
【備　　考】①�応募作品は本部定期大会で展示します。応募写真は原

則返却しません（返却希望分のみ返却）。
②応募作品数は応募順で40作品程度の予定です。
※詳細は所属支部へ問い合わせてください。

期限期限
延延長！！！長！！！

　

鯛
は
他
の
魚
と
は
引

き
の
力
が
全
然
違
い
、

真
鯛
釣
り
の
沼
に
は
ま

っ
て
い
き
ま
し
た
。「
一

番
の
魅
力
は
、
食
い
つ

い
て
か
ら
釣
り
上
げ
る

ま
で
の
鯛
と
の
駆
け
引

き
で
、
一
度
味
わ
う
と

や
み
つ
き
に
な
る
」
と

の
こ
と
。

　

自
分
が
海
に
出
た
い

と
き
に
自
由
に
出
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
少
々
の
波

な
ら
船
で
釣
り
に
行
き
、

多
い
時
は
月
に
７
・
８

回
海
に
で
る
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

　

釣
り
以
外
に
も
家
族

で
行
っ
た
無
人
島
で
の

Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
水
上
ス
キ
ー

で
船
は
大
活
躍
。
会
社

設
立
後
多
忙
で
な
か
な

か
海
に
出
ら
れ
て
い
な

い
大
橋
さ
ん
。「
忙
し
さ

が
落
ち
着
い
た
ら
ゆ
っ

く
り
と
釣
り
を
楽
し
み

た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

子
供
は
私
の
大
事
な
宝
物

面
倒
を
見
て
く
れ
る
夫
に
も
感
謝

〈
県　

内
〉

11
日　

四
役
会
議

14
日　

賃
金
宣
伝
行
動

18
日　

女
性
会
学
習
会

19
日　

執
行
委
員
会

21
日

　

連
協
会
議（
西
備
）

23
日　

　

�

青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

24
日

　

連
協
会
議（
美
作
）

25
日

　

連
協
会
議（
備
南
）

〈
県　

外
〉

４
日

　

�

全
国
技
対
活
動
者
会

議（
W
E
B
）

13
日

　
全
国
社
保
対
活
動
者
会
議

17
～
18
日

　

�

労
働
安
全
衛
生
対
策

全
国
活
動
者
会
議

　

�

全
国
教
宣
活
動
者
及
び
機

関
紙
編
集
担
当
者
会
議

27
日　

　

�

全
建
総
連
税
金
対
策
部
会

27
～
28
日

　

全
建
総
連
社
保
対
部
会


